
A病院における看護師の災害訓練有用性の検討

キーワード防災意識災害訓練

1 .はじめに

南海トラフ地震は概ね 100'"'-'150年間隔で

繰り返し発生している。前回の発生より 70年

以上が経過した現在では、次の南海トラフ地

震発生の切迫性が高まってきている 1)と報告

されている。内閣府が発表している「日常生

活における防災に関する意識や活動について

の調査結果」で、奈良県は災害に対する危機

意識について「大災害が発生する可能性があ

る」と考えている者は6割を超えている 2)。

しかし、奈良県による「自主防災の取り組み

について」のアンケートでは、災害の備えが

出来ていないと答えた者は全体の 7割以上と

いう結果が出ている 3)。これらのデータから、

奈良県民の考えとして、危機意識はあるが災

害に備える行動ができていないことが予想さ

れる。

A病院は奈良県における災害拠点病院であ

り、災害医療に関して都道府県の中心的役割

を果たす医療機関である。そのため、大規模

地震が発生した場合により早く確実な被災対

応や医療活動の継続を進める役割が求められ

る。 A病院で働く看護師はこれらの役割を自

覚する必要がある。 A病院では年間3回(初

動訓練・トリアージ訓練・トランシーパー訓

練)の災害訓練を実施しているが、これらの

訓練実施の効果については調査していない口

先行研究では小児専門施設 4)や手術室 5)や精

神科 6)などの部署、部門単位での災害訓練方

法の検討や防災意識の変化を調査した研究は
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報告されているが、病院看護師全体を対象と

した防災意識や災害訓練の有用性に関する研

究は少ない。そこで、 A病院の災害訓練の有

用性を検討するために看護師にアンケート調

査を行い、今後の災害訓練における課題検討

の一方策と成り得ると考えた。

n. 目的
災害訓練の有用性を検討するためにA病院

に勤務する看護師を対象に災害訓練に参加経

験のある者(以下、参加群)と参加経験のな

い者(以下、不参加群)の2群に分け防災意

識の差を明らかにする。

III.方法

1.研究デザイン:横断研究

2.対象 :A病院に勤務している看護師 1021

名

3.期間:2019 年 10 月 28 日 ~11 月 22 日

4.調査内容・方法:先行文献 7)8)を参考にし

て、属性について 6項目、防災意識について

お項目、災害に関する知識についてお項目

のアンケート(表 1)を作成した。各部署の

師長に研究目的と方法を説明しスタッフへの

配布と回収を依頼し、研究者が期日を決め回

収した。

5.分析方法:対象者を参加群、不参加群の2

群に分け、アンケート各項目の両群間での有

意差を知るためにEZR分析ソフト 9)を用いて

x2検定を行った。なお有意水準はp<.05と
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した。 ンケートの回収をもって研究同意としたD

6.倫理的配慮:アンケート調査は無記名で、

研究への参加は自由意思によるものとし、ア

表 1.防災意識と災害に関する知識のついてのアンケート項目

E毒性について 防災意識についで

あなたの性別を教えてください 当院が災害拠点病院であることを知っている

あなたの年齢を教えてください 災害拠点病院の役者jを知っている

あなたの看護師経験年数を教えてください 災害マエュアノレを読んだ事がある

あなたの当院での勤務年数を教えてください 院内の災害訓練に参加したことがある

あなたの役職を教えてください どの訓練に参加されましたかョ(自衛消防訓練・災害医療訓練・総合防災訓練)

あなたの今までの経験部署を教えてください 院外の災害訓練に参加したことがある

災害iこ関する知識について 病棟の災害訓練に参加したことがある

災害時いつ登院するか どの訓練に参加されましたか。(初動訓練・ トリアージ・ トランシーパー)

登院後最初iとすること 災害時の自部署の指示命令系統を把握している

勤務中に発災した際、最初にすること 当院の備蓄について把握している

院内の災害マニュアノレがあること 当院のトリアージの実施場所を知っている

自部署の災害マニュアノレの保管されている場所 当院の災害対策本部の構成を知っている

自部署の災害リュックの設置場所 自部署の患者の誘導・搬送方法を把握している

災害リュックに何が入っているか 勤務中、他勤務者の人数と経験年数を把握している

災害パックに何が入っているか 医療機器を非常電源に接続している

アクションカードの使い方 部署内の棚の扉を閉めている

自部署の懐中電灯の設置場所 病室の棚上に物を置かない様、患者家族に指導している

災害時の避難経路 棚上などに物を置かないようにしている

自部署の非常震源がある場所 通路に物品を置かないようにしている

非常電源の色の種類 避難時の持出物品を把握している

非常電源の持続時間 災害発生時の連絡方法を把握している

自部署の医療ガスコックの位置 災害発生時の自己の役割を理解している

自部署の消火器・消火栓の場所 普段、職員防災必携カードを携帯している

消火器の使い方 これまでに災害に隠する講義などに参加した

消火栓の使い方 今までに被災した経験がある

自部署の敵素ボンベの置き場 今までに災害支援活動に参加したことがある

自部署に設置されている酸素ボンベの定数 防災・災害に対する関心がある

自部署の防火扉の場所 奈良県で今後大規模な災害が実際に起こる可能性があると思う

自部署の非常口の場所 災害発生の可能性を考えて勤務している

日常業務において、災害発生時の対応について意識をしている

どんな大きな災害でも防災準備や訓練をする事で被害は少なくできると思う

勤務中に災害が起きた時、適切な行動が取れると思う

災害発生時に自己の役割を果たせる自信はある
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N.結果

1021名にアンケートを配布し725名(71.0%)

より回答を得た。 A病院の災害訓練に参加し

たことがあると回答した者は 624名(86.1%) 

で、あった。参加群と不参加群の 2群に分けて

分析した結果、防災・災害に対する関心があ

る、と回答した者は参加群 521名(83.6%)、

不参加群77名(79.4%)で有意差は認めなかっ

た。奈良県で今後大規模な災害が実際に起こ

る可能性があると思う、と回答した者は参加

群562名(90.1%)、不参加群79名(81.4%)で

参加群が有意に多かった(p<.05)。また、勤務

中に災害が起きた時、適切な行動がとれると

思う、と回答した者は参加群 175名(28.2%)、

不参加群 16名(16.50/0)、災害発生時の自己の

役割を理解している、と回答した者は参加群

489名(78.5%)、不参加群 63名(65.0%)で参

加群が不参加群に比べ有意に多かった(p

<.05)。災害発生時に自己の役割を果たせる

自信がある、と回答した者は、 2群間で有意

差は認めなかったが両群共に 3割以下で、あっ

た口(図 1) 

V.考察

「奈良県で今後大規模な災害が実際に起こる

可能性があると思う」と回答した者が参加群

で、有意に多かったことは、訓練に参加するこ

とで、災害発生に対する意識づけがされてい

ることが示唆された。

また、災害発生時の自己の役割を理解して

いる、と回答した者が参加群で、有意に多かっ

たが、災害発生時に自己の役割を果たせる自

信がある、と回答した割合は両群共に 3割未

満で有意差がないことから、訓練に参加し自

己の役割を理解しているのにも関わらず、適

切な役割を果たすことができると思っている

看護師が非常に少ないことが示唆された。ま

た、勤務中に災害が起きた時、適切な行動が

とれると思う、と回答した者は参加群で有意

に多かったが両群共に3割以下で、あったこと

から訓練は実践に即し実際の行動に結び付く

ものではないことが示唆された。高田ら 10)は

防災・災害に関心がある
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図1 防災意識アンケートの結果
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「災害訓練は病院職員全員が教育対象であり、

さまざまな年齢層，立場，職業的役割等によ

って集団を構成していることから，自ら学び

他者と協同することでより深め合う成人教育

の視点が必要Jとし、「成人は問題を焦点化す

ることで即時に反応し改善できることから，

常に実践的で問題を解決しながら新たな問題

に取り組んでいける教育の方法が適している」

と述べている。また、「部署・部門ごとの訓練

は，企画時から平時の業務と比較することに

よって災害をより身近な問題としてとらえ，

職員自身の内的動機づけをより促進し，学習

者の自己概念にも働きかけることができるj

と述べている。A病院の災害訓練でも各部門、

部署ごとに特殊性を踏まえ役割遂行や実践に

即した内容への変更や日々の業務の中で防災

意識を持つことができる働きかけが必要と考

える。

VI.結論

参加群と不参加群の防災意識を比較した結

果、災害の意識や役割理解において有意に参

加群が高かった。しかし、参加群でも災害が

起きた時に自信を持って適切な行動や役割を

はたすことができると思っている看護師は少

ない。災害訓練の実施は、看護師の防災意識

や役割理解に有用であるが、実践に即した内

容を加味していく必要がある。
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